
 
 
〇塗る量はどのくらい？ 
→量の目安は、大人の指先の関節一つ分の長さ 
の量（ローションでは 1円玉大）約 0.5ｇで、 
大人の手 2枚分の面積に塗ります。たっぷり 
塗ることで効果が得られます。 

〇冬に塗る時は？ 
→気温や室温が下がると、硬くなって塗りにく 
い薬があります。硬いまま無理に塗ると、塗り 
にくいだけでなく、皮膚にダメージを与える 
事や痒みの原因となります。塗る前に手のひ 
らや甲に取って温めると柔らかくなります。 

〇保管は？ 
→大部分が「室温保存」（1℃〜30℃の範囲内） 
です。30℃を超える場合は冷蔵庫に保存して 
ください。 

〇使用期限は？ 
→種類により使用期限があるので、確認してお 
きましょう。数年間と長期間使用可能なもの 
が多いです。 
塗る前に先端を患部につけると汚染され使用 
できなくなることがあります。 
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2 0 2 4 年 1 月 1 日  

槇島ひいらぎこども園 

園長   宇野 智子 

あけましておめでとうございます。年末・年始のお休みはゆっくり過ごせましたか？ 

気持ちも新たに、健康管理に留意しましょう。今年もよろしくお願いします。 

こどものスキンケア 

こどもの皮膚はすべすべしていて水分がたっぷりあるイメージがあります。しかし、

大人と違い、こどもの肌は皮膚が薄く、バリアが未熟で、乾燥しやすくて外的刺激に弱

いのが特徴です。そのため、特にこの時期は皮膚の状態に気をつけ、日常的なケアを心

がけましょう。 

清潔 毎日お風呂やシャワーで、皮膚を清潔に保つ。 

ふわふわの泡で、なでるように洗い、しっかり洗い流します。肌の水分は、タオルで

やさしく押さえるように拭き取ります。 

保湿 入浴後は、必要に応じて保湿剤を塗る。 

 保湿剤の塗り方： 

1.塗る人の手をきれいに洗います。 

2.入浴後、水分をふきとったらすぐに（5分以内）に塗ります。 

3.たっぷりと皮膚にのせるように塗ります。 

 （すりこむ薬は、医師や薬剤師の指示通りに塗ります。） 

 ひじ、ひざ、わきの下、おしりの下などは、しわを伸ばして塗ります。 

室温や湿度を調整し、薄着とこまめなスキンケアで、

お子さんの肌を守りましょう 

 こどもは、汗をかく量が多いわりに、体

温の調整機能が未発達で、体温が上がりや

すいです。 

 

・薄手のものを二枚重ねる。 

・大人より一枚少なめにする。 

・頬がほてったり、背中が汗ばんでい 

るときには、一枚脱がせる。 

・素材は、綿など吸水、速乾性、吸湿 

性の物が良い。 

冬の服装について 
皮膚の薬 Q＆A 


